
【事業の概要】

【事業費】

【事業実績・成果】

【事業の見直し】

【事業の課題】

【事業の評価・方向性】

76.0

R05年度
実績値

100

R03年度
実績値

　（事業の目的・趣旨）

市営住宅維持管理事業 建築住宅課担当課名事業名

項目／年度

市営住宅を日常的に管理し、低所得者が低廉な家賃で入居できるよう、公営住宅を提供及び必要な維持管理
の実施する。

市営住宅使用料（家賃）徴収事務及び維持管理に伴う修繕等を行う。

　（事業概要等）

備考
R05

(決算見込額）

9,496

16,5919,5189,496うち市負担分（千円）

R03
(決算額）

3 安全・安心な住まいづくりの推進
⑤コンパクトで居心地のよい
まちづくり

①住環境

NO

　　　事業費総額（千円）　 7,845 9,518

R06
(予算額）

16,591

％

―

99.2

入居率（入居戸数÷入居可能戸数×１００）

R4年度からの
変更点・改善点

(指標を設定できない理由）

74.2

（成果の概要）

R04
（決算額）

令和５年４月から家賃等のコンビニ納付収納代行業務委託を開始したことで、入居者の利便性
が向上した。

定期的な維持管理・点検及び修繕等の実施により住宅の環境維持が図られた。
市営住宅管理システムの更新（令和４年３月）。

第4次総合計画
の位置づけ

％

7,845

施策の展開方向

単位

政策名 基本施策名

上記評価理
由および今
後の方向性

課題・問題点

泉大津市住宅マスタープランや泉大津市公営住宅等長寿命化計画に基づき適正な管理運営
を行う必要がある。

低所得者等への施策のため、入居率に対する目標値は設定しない。

74.2

担当課の評価

市営住宅は昭和４０年代に建設されたものが多く、劣化が著しいため建物や設備に係る維持
管理費用の確保が課題である。

事務事業評価シート（概要説明書）

A　現行どおり

家賃収納率（収納額÷調定額×１００）

R06年度
目標値

R04年度
実績値

事業実績(活動指標）・成果（成果指標）

96.4 96.4



【事業の概要】

【事業費】

【事業実績・成果】

【事業の見直し】

【事業の課題】

【事業の評価・方向性】

R05年度
実績値

50.0

R03年度
実績値

　（事業の目的・趣旨）

市営住宅施設整備事業 建築住宅課担当課名事業名

項目／年度

低所得者に低廉な家賃で公営住宅を提供できるよう、空家となった住宅の補修工事及び維持管理に係る改修
工事を行う。

経年劣化に伴う改修工事及び、空家の補修工事を実施し、入居者の募集を行い提供する。

　（事業概要等）

備考
R05

(決算見込額）

1,073

17,5438,9148,651うち市負担分（千円）

R03
(決算額）

3 安全・安心な住まいづくりの推進
⑤コンパクトで居心地のよい
まちづくり

①住環境

NO

　　　事業費総額（千円）　 3,817 18,697

R06
(予算額）

23,769

％ 20.0

R4年度からの
変更点・改善点

(指標を設定できない理由）

（成果の概要）

R04
（決算額）

集約建替における発注方法を民間資金活用事業導入可能性再調査の結果を踏まえ、分離発
注（従来型）から一括発注（PFI／PPP）に向けてアドバイザリー委託を行った。

河原町市住の補修工事を実施し、募集空家及びストック空家の適正な整備を行った。

第4次総合計画
の位置づけ

3,817

施策の展開方向

単位

政策名 基本施策名

上記評価理
由および今
後の方向性

課題・問題点

泉大津市住宅マスタープランや泉大津市公営住宅等長寿命化計画に基づき実施していく必要
がある。

担当課の評価

泉大津市公営住宅等長寿命化計画に基づき、計画的な市営住宅の建替や修繕、改善を実施
していく費用の確保が課題である。

事務事業評価シート（概要説明書）

B　改善し継続

改修戸数率（改修戸数÷退去戸数×１００）

R06年度
目標値

R04年度
実績値

事業実績(活動指標）・成果（成果指標）

56.1 27.3


